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相互作用からも有限の寄与 (Pauli 帯荷室のオーダ-)が現われるとい うも
のである｡これに対 して垂者は ､ 電子フォノン相互作用の帯磁率に対する.効果








〝polarizaも土onparameter.〟,Zで展周するとい う方法疫従 う. Zは､系の-_t◆▲
伝導電子の数 (単位体積当b)をn ,その うち+スピン叉は-スピンをもつも




と書け る｡ Zを求める把は､このSPin configurationの下での系のエネル
ギー (1粒子当日)E('Z)を計算 し､それを Z,で展開 L z2 の項を知ればよい｡
すなわち,
x-rlβ/(意 )a= ｡ (2)
ここで Flは電卓の童気能率である｡
ところで､xを求める～ては､Wolff流4)に勤 ･ofmoもionmethodで,







になる｡ とい うt-とこは､ 前節の系のエネルギーに基 ぐ一方法では相互作用の最低
次で考えれば済むことが､ 運動方程式の方法では､相互作用に関 して或る種の
グラフについて無限次まで考えねばならぬ｡ 也iifc'rm field.に対する帯童
率 (波数 ･筋波数とも零の極限での帯磁率)を問題にする限れ エネルギ にー
塞 (方法の方がより簡明であることが分,るO
聾者の主張を一般的に証明することは難かしいので､ここでは或る特定の次
数 (さ し当って最低次)に限って議論を進める｡ 先ず､Kawamura の結果を
みると､xo/I(毎 は Pauliの値)に対 して､クーロン相互作用と電子フォノ











をしても､電子フ ォノン相互作用の方をちゃんと取扱 う限 り､議論の一般性
を少しもそこなわ ないことは､Kavga-






























直ちに分る｡鮎 (2)に注意すると､Zに関 しては､エネルギ-の p F につ担士/
の二回微分まで関係 して くるoところでt(6姥 pFに常 して二回微分まで作っ
ても､積分記号の外の S/巾Fが相殺されることはない去pLたがって､Fig･la)






の CrOSSもermは Zの表式の中には全 く現われないで､KawanuTaの結果は
正 しくなし'.ことが分る｡ もつとr高次の crOSSもern については断定的なこと
は云えな伍 ｡ しか し､電子フォ)ン相互作周について高次にな.和まなる程,J結




用を通 じて残 り甲鰐晶全体の自由度とcoupleするためIjC､結果として Iのオ
ーダーの補正を受けると考えられる｡ 系の全エネルギーの場合には事情は異つ ∴
ている筈で､S/ヤFのオーダ-q)相互作用でFerPi ェネルギー程度のエネ'L,′






あるわけで ､ 金属の凝集 エネJt,ギーについても､今までの理論に電子フォノン
相互作用まで入れて再検討 しなければならな くなる｡ しか し聾者はそのような
ことはないと信 じている｡
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